
 

令和７年度 

経済企業委員会 視察報告書 
 

 

 

■視察日程 

  令和８年１月１９日（月）～２０日（火） 

 

 

■視察先 

  令和８年１月１９日 午後 山口県山口市 

 

  令和８年１月２０日 午前 山口県下関市 

 

 

■視察参加者 

【委員会】委 員 長       谷 口   徹 

     副委員長       友 枝 和 也 

委  員       小 川 貴 史 

委  員       北 園 武 広 

委  員       髙 山 正 夫 

委  員       成 松 由紀夫 

 

【随 行】議会事務局      小 谷   匠



■視察先及び目的 

 １ 山口県山口市 

  『インバウンド観光誘客について』『山口市におけるスポーツ振興について』 

    山口市は、ニューヨーク・タイムズが２０２４年に行くべき５２カ所に日本から

唯一選出された。 

昨今、全世界で猛威をふるった新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、国

内外の旅行者数は渡航自粛・制限等により減少傾向にあったものの、アフターコロ

ナにおいては、インバウンド需要が回復するなかで、受入環境の整備やインバウン

ド対策の重要性が増している。 

また、スポーツ振興においては、第３期山口市スポーツ推進計画の基本理念に基

づき、市民が幅広くスポーツに親しむ機会の充実を図るとともに、プロスポーツク

ラブとの連携や大規模スポーツ大会等の誘致等によりスポーツを通じた地域活性

化やまちづくりに取り組んでいる。  

山口市におけるインバウンド観光誘客及びスポーツ振興に係る取組の経緯等を

参考にするとともに、今後の委員会活動に生かすことを目的とする。 

 

 

２ 山口県下関市 

  『下関市における観光施策について』 

    昨今、全世界で猛威をふるった新型コロナウイルスの感染拡大の影響をはじめ、

人口減少による国内観光市場の縮小とそれに伴う地域間競争の激化、ライフスタイ

ルの変化と余暇活動の多様化などにより、観光を取り巻く現状は年々厳しさを増し

ている。 

そのような中、下関市では、観光の目指したい姿を改めて設定するとともに、関

係するステークホルダー間で目標を共有して、一体感を持って取組を進めるため、

「第２期下関市観光ビジョン２０２５～２０２９」を策定され、今年度から、観光

客受入体制強化事業の中で人流データシステムの導入及び実証実験の展開を図る

など様々な取組を実施している。 

下関市における観光施策及び取組の経緯等を参考にするとともに、今後の委員会

活動に生かすことを目的とする。 

 

 

 



山口県山口市 
                                         

 

１ 視察日時  令和８年１月１９日（月） １３：００～１４：３０ 

 

２ 調査事項  『インバウンド観光誘客について』 

『山口市におけるスポーツ振興について』 

 
３ 調査内容（説明内容） 

  ※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 欧米豪インバウンド誘客の取組をなされているが、東アジアや東南アジアも含め

たプロモーションをするきっかけについて伺う。 

Ａ１ ニューヨーク・タイムズ紙の２０２４年に行くべき５２カ所への選出及びスイス

観光賞の受賞を契機として、国内外から注目を集めている中、観光客が魅力を感

じる受入の充実・強化に取り組む必要があると感じたため、プロモーションを行

っている。 

 Ｑ２ 欧米系とアジア圏の旅行者のニーズの遊い等はあるのか伺う。 

 Ａ２ 欧米系の方は、東京・大阪・京都など、ゴールデンルートの観光地は観光されて

いると感じており、日本らしさやオーバーツーリズムではない落ち着いた雰囲気

の観光地を求めていると考えている。 

Ｑ３ 山口市観光交流加速化ビジョンの基本目標値で２０２７年の最終目標値が観光

客数６００万人に対して、外国人観光客数が１６万７０００人は少ないと感じた

が、どのように考えられているのか伺う。 

Ａ３ 本市はインバウンド旅客者数が少ない現状にあるので、底上げできるよう施策を

展開してきたが、ニューヨーク・タイムズ紙に掲載をされたのを契機に、インバ

ウンド観光客数を増やしていければと考えている。 

Ｑ４ インバウンド観光客のマナーの問題等はあるのか伺う。 

Ａ４ 幸いにも、インバウンド観光客のマナー違反等による問題の報告はあっていない

が、観光客が近道と思い、人の敷地を通ったレベルでの報告はあっている。 

Ｑ５ 台湾インバウンド誘客に係るプロモーションにて北投区での台北温泉まつりに

参加しているが、参加できるような仕掛けづくりはどのようにしたのか伺う。 

Ａ５ 台湾の国際温泉協会と友好協定を締結しており、台北温泉まつり、県主催のプロ

モーション、商談会等行った。 

 



Ｑ６ インバウンド旅行客の宿泊する旅館やホテル等でのニーズは把握されているの

か伺う。 

Ａ６ 旅館協同組合に加盟している旅館・ホテルがそれぞれでニーズは把握している。

湯田温泉の場合は、旅館よりホテルに宿泊される方が多く、老舗旅館の昔に比べ

減少傾向にある。 

Ｑ７ 観光循環タクシーの取組について伺う。 

Ａ７ 観光地が各地に点在しているため、既存の公共交通機関のみでは観光地を巡るの

は時間がかかったりして困難であるため、タクシーも夜間の利用等は多いが日中

の利用は少ないと聞き及んでいるため、観光地を巡るタクシーで巡りながらガイ

ドもしてもらえるサービスも提供している。 

Ｑ８ 実業団の全日本遥手権や全国高等学校総合体育大会など大規模大会を多く開催

されていると思うが、協賛金を募ったりはしているのか。 

Ａ８ 大会等により異なるが協賛金を集めている大会もある。市としては、市の財政支

出で成り立っている大会等もあるため、大会規模や競技者・同行者等による宿泊

見込み等により、財政部局と協議を行いながら対応等も行っている。 

Ｑ９ 全国高等学校総合体育大会等が開催されれば、職員のマンパワーも不足すると思

うが、令和７年度に開催した際はどうだったのか。 

Ａ９ 山口市は水球とバドミントン競技の対応であったが、県・市の職員を各部から動

員し何とか対応ができた。また、全国から高校生・指導者・保護者が来るため、

宿泊施設が足りず、他市の宿泊施設に泊まられたりして対応していただいた。 

 

※別添資料 

 ・インバウンド観光誘客の推進について 

 ・山口市観光ガイドブック 

 ・山口市におけるスポーツ振興について 

 ・第３期山口市スポーツ推進計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【視察の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

山口県下関市 

                                         

 

１ 視察日時  令和８年１月２０日（火） １０：００～１１：３０ 

 

２ 調査事項  『下関市における観光施策について』 

 
    
３ 調査内容（説明内容） 

  ※別添資料のとおり 

 

４ 主な質疑応答 

Ｑ１ 観光タクシーの取組等はしているのか。 

Ａ１ （一社）下関観光コンベンション協会が観光タクシー登録等の認証やガイドする

うえでの研修等を行っている。 

Ｑ２ 観光客受入体制強化事業の中で、観光ガイドとインバウンドサポーターが一緒に

活動をして、下関市の案内等をするとあったが、ボランティアスタッフなのか伺

う。 

Ａ２ 観光ガイド・インバウンドサポーターについては、報酬を支払っている。実証事

業のため、今後、自走化を進めていくのにボランティアでは厳しく、また、   

観光産業としてガイドの方々も成り立つような仕組み作りが必要と考えている。 

Ｑ３ 観光とスポーツを考えた時に、下関市における大規模大会または、スポーツイベ

ントはどのようなものになるのか。 

Ａ３ 様々な大会誘致等を行っているが、本市としては、下関海響マラソンとツール・

ド・しものせきが大きなスポーツイベントと考えている。 

Ｑ４ マラソンを開催するとなると、多くの職員が必要となり、マンパワーが足りない

と思うが、その点については如何か。 

Ａ４ 開催前日にもイベントを行い、当日には多くの人員が必要となるが、実行委員会

形式を取っており、職員以外にも民間ボランティアに御協力をいただきながら、

運営を行っている。 

Ｑ５ 観光施策にＤＭＯは携わっているのかについて伺う。 

Ａ５ 現在、関門ＤＭＯがあり、北九州市および下関市の連携ＤＭＯとして、行政をは

じめ各事業者との連携のもと、関門海峡の観光振興を推進しているが、下関市全

体の観光振興を行うためのＤＭＯが必要ではないかと議論が始まっているため、

そちらについては今後検討していくこととなる。 



 

Ｑ６ 令和７年１２月に星野リゾートグループのリゾナーレ下関が開業しているが、ど

のような経緯だったのか伺う。 

Ａ６ 本市のウォーターフロント開発に大きく関連しているが、開業したエリアについ 

ては、長年の懸案事項であった。何を誘致するのか長い時間をかけて検討・誘致 

活動等を重ねてきた結果、星野グループと本市のコンセプトなどが一致。マス 

タープランを作成するなどして、取り組みを進めていきリゾナーレ下関の誘致及 

び開業するまでに至った。 

 

 ※別添資料 

  ・下関市における観光施策について 

  ・第２期下関市観光交流ビジョン関連施策表 

 

【視察の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

〈〈 各委員所見 〉〉 




























